


 

実施報告書 
 

実施年度 2019 年度 

研究テーマ 隠岐諸島における水生生物の分子系統学的位置付け：隠岐の水生生物相はいか

にして形成されたか？ 
団体名（所属） 信州大学 

代表者名（氏名） 谷野宏樹 

要約 
（1,300 字程度） 

生物相、および生物多様性創出機構の解明の上では、島嶼地域は最適だと考

えられる。特に地殻変動による隆起や火山活動によって形成された隠岐諸島の

ような島嶼では、その生物相の形成に島嶼買いからの生物の分散が必須であり、

島嶼外との移動分散がいかにして起きているか？というのは、興味深い課題で

ある。また、島嶼のように地理的に孤立した環境では生物の多様化が促進され

るため、他地域とは異なる独自の系統や形質がみられることが多い。そのよう

な状況下で、隠岐諸島は氷期に本州と陸橋を介して接続したと考えられており、

最終氷期に分散してきたような種群や、隠岐諸島の形成から長期間維持されて

いる系統が混生していることが期待される。 
 本研究では、隠岐諸島を中心としてサンプリングを行い、カゲロウ類やトビ

ケラ類、サワガニ類を採集した。採集した種群を対象に遺伝子解析を実施し、

並行して生態ニッチモデリングも実施した。遺伝子解析の結果、今回対象とし

た種群の中でも、オビカゲロウやフタスジモンカゲロウといった、比較的上流

域に分布する種群においては、隠岐諸島に独自の遺伝子型および系統がみられ

た。また、本州と隠岐島嶼間での遺伝的分化はみられるものの、隠岐島嶼内で

は大きな遺伝的分化はみられなかった。特にフタスジモンカゲロウでは、隠岐

島嶼間の遺伝的交流が活発に起きているものの、本州とは遺伝的に隔離されて

いることが示唆される。上流域の種群では隠岐独自の系統が検出された一方で、

フタバカゲロウ、タマリフタバカゲロウ、ウエストントビイロカゲロウ、コバ

ントビケラ、サワガニといった比較的下流に分布する種群においては、隠岐固

有の系統はみられなかった。本州との大きな遺伝的分化がみられなかったり、

本州集団と遺伝子型を共有していたりと、最終氷期など、ごく近年に隠岐諸島

に進入してきた、もしくは本州―隠岐諸島間の遺伝的交流が大きいことが示唆

された。この結果から、他の分類群においても、上流域（高標高域）には隠岐

固有の系統が分布している可能性が高いことを示唆するものである。 
 生態ニッチモデリングでは、現在の結果において、高標高域に生息する種群

と低標高域に生息する種群との間で、実際の分布に則するような結果が得られ

た。また、最終氷期最寒冷期の生息適地を推定した結果、今回対象としたいず

れの分類群においても、隠岐諸島および本州との陸橋では、比較的分布可能性

が高いという結果が得られた。この結果、氷期における陸橋を介した生物の進

入が、妥当性の高い仮説であることが支持された。 
 本研究の成果は、隠岐ジオパークの生物相形成史に対して、遺伝子解析と生

態ニッチモデリングという多角的な視点から検討した、重要な知見の１つとな

り得ると考えている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



実施報告書 

実施年度 2019 年度 

研究テーマ 
日本海周辺のゼノリスおよび母岩の火山岩の地球化学的検討に基づく地殻-マントル

構造の解明 ―特にマントル成分の同位体組成の多様性― 

団体名（所属） 琉球大学理工学研究科 

代表者名（氏名） 相澤正隆 

要約 

（1,300字程度） 

漸新世～中新世ごろにユーラシア大陸東縁部の直下に流入してきた高温のアセノ

スフェア湧昇流は，前期～中期中新世に新たな海洋地殻を形成しながら日本海背弧

海盆を拡大させ，日本列島を現在の位置へ移動させた。この時期の日本海側は，流

入した高温アセノスフェアマントルの影響を受けて非常に活発な火成活動が生じてお

り，東北日本弧では背弧海盆の拡大が起こった 15 Ma 頃を境に，噴出した火山岩の

化学組成が大きく変化したことが明らかになっている。一方，山陰地方を含む西南日

本弧は，日本海の拡大と西南日本弧の移動・回転により，できたばかりの若くて熱い

フィリピン海プレート（約 1400 万年）にのし上がる形で沈み込みセッティングが成立し

たため，東北日本弧に比べてさらに複雑な火山活動の変遷がみられる。

 隠岐島後は西南日本弧の背弧側に位置し，漸新世～更新世の火山岩が分布する

ため，日本海の背弧海盆拡大と，引き続くフィリピン海プレートの沈み込みを検討する

上で非常に理想的な地域である。本研究では，各時代の岩石（特に玄武岩～安山岩

質岩）を採取し，薄片観察，鉱物化学組成分析，主成分・微量成分元素組成分析を

行った。また，鮮新世以降のアルカリ玄武岩中に含まれる苦鉄質～超苦鉄質捕獲岩

についても，鉱物化学組成の分析を行った。 

 火山岩の全岩化学組成分析の結果，日本海拡大前の時張山層と日本海拡大中の

郡層火山岩は，低いTiO2含有量，HFS元素の枯渇，高いLIL/HFS元素比が見られ，

沈み込み帯における火成活動の特徴を示す一方，日本海拡大後の重栖層，および

鮮新世以降のアルカリ玄武岩は，高い TiO2含有量で，海洋等玄武岩（OIB）に類似し

た滑らかな不適合元素パターンを示す。また，HFS 元素同士の比も日本海の拡大前

後で変化しており，例えば Ta/Yb比は時張山層と郡層では E-MORBに類似したやや

肥沃な微量元素組成を示し，日本海拡大後の重栖層と鮮新世以降の玄武岩では

OIB に類似したさらに肥沃な微量元素組成を示す。TiO2含有量の変化は，単斜輝石

斑晶でも確認できる。東北日本弧では，日本海の拡大前の火山岩は隠岐島後の火

山岩（時張山層・郡層）と同様に E-MORB に類似したやや肥沃な組成を示すのに対

し，日本海の拡大後の火山岩は N-MORB に類似した枯渇的な微量元素組成を示

し，隠岐島後の化学組成の変遷とは異なっている。同位体組成も，隠岐島後の
87Sr/86Sr 比は日本海の拡大前から拡大後に至るまで，緩やかに枯渇的な組成に変化

しているが，東北日本弧では約 15 Ma 頃を境に明瞭に枯渇的な組成へ変化してお

り，やや異なる時間変遷を示す。 

 鮮新世以降の玄武岩は高い MgO 含有量を有し，一部は Ni 含有量が 200 ppm を

超え，FeO*/MgO 比が 1 を下回る「未分化玄武岩」に分類される。鮮新世の玄武岩中

には，極めて新鮮なかんらん石斑晶が残存しており，最も未分化なものは～Fo88 に達

する。未分化玄武岩に数％のかんらん石を添加して求めた初生玄武岩の化学組成か

ら，玄武岩が生成された温度・圧力条件を計算すると，約 1.8-2.6 GPa，1300-1400℃と

なり，東北日本弧の初生玄武岩に比べると約 30-45 km ほど深い深度でマントルが部

分融解していることが示唆された。一方，時張山層と郡層の玄武岩から求めた初生マ

グマの部分融解圧力は約 0.5-0.8 GPaであり，隠岐島後では，日本海拡大を経てマグ

マの生成深度が大幅に深化している。鮮新世以降の玄武岩はスピネルレルゾライト

（約 30-90 km）を捕獲しているが，玄武岩の部分融解深度は捕獲されているかんらん

岩の鉛直分布と整合的な圧力である。

本研究により，隠岐島後における火成活動も日本海の拡大前後で大きく変化して

いることが明らかとなったものの，変化の様式は東北日本弧とは異なっており，その要

因の解明は今後の課題である。 









実施報告書 

実施年度 2019年度 

 

研究テーマ 

 

隠岐諸島産動物目録のうち腹足類(軟体動物)の作製を目的とする諸研究

の一環として行われた、西ノ島町教育委員会が保管する｢木村コレクショ

ン隠岐産動物標本｣調査のうち、未完となっていた貝類標本目録の作製お

よび同コレクション目録の完成。 

所属 創造教育センター麻布科学実験教室(非常勤講師) 

氏名 加藤 琢矛 

 

 

 

 

要約 

 

 

 

 

西ノ島町別府の｢ふるさと館｣に展示されている｢木村コレクション｣に

は凡そ 500点以上の隠岐諸島産動物標本が含まれている。 

これは西ノ島に在住された木村康信氏(1906-1997)が収集した標本群

で、全て隠岐諸島産である。木村氏の採集期間は 80年以上にわたる。 

 ｢木村コレクション｣は現在では得ることが不可能な標本を多く含んで

おり、隠岐の動物相とその変遷を記録している。また隠岐諸島ないし日

本海初記録の動物が多く見出されている。最も確実な一次資料として動

物地理学的に極めて貴重な標本群である。 
同コレクションは一地域におけるまとまった標本群としては点数種数

ともに全国有数のものと言ってよい、全国に誇れる郷土の宝と称するに

相応しい自然史資料である。 
報告者は隠岐諸島の動物相調査の一環として｢木村コレクション｣の調

査を 1990年に開始し、これまでに甲殻類(1992)・哺乳類(1993)・鳥類

(1995/1996)の調査結果を順次｢隠岐の文化財｣に発表している。貝類標本

については 1993 年までに鑑別を終え、このうち巻貝類とツノガイ類の計

数と計測を概ね終えた。しかし｢ふるさと館｣の開設にあたって標本を返

却したため 1995 年に調査が中断されたため、二枚貝類と頭足類について

は未計数・未計測のまま 25年を経ている。 

 1990 年の調査開始から 1995年までに次のことがわかった。 

①木村氏自身が作製された標本目録(1983)に記録されている貝類は 200

種類であったが、1990 年の調査開始時点で 66種の貝類が既に失われてい

た。特に陸産貝類は 25種類すべてが見出せなかった。 

② 鑑別によって種名が改まったために｢木村コレクション｣から記録を

抹消される貝類が 28種類あった(亜種を含む／以下同様)。 

③ これらの標本を鑑別した結果、新たな 21種類となった。 
④ 1983 年以降、新たに加わったと考えられる貝類が 34種類あった。 

2019年に隠岐ユネスコ世界ジオパークの学術研究奨励事業に当選して

調査が再開され、現在までに次のことがわかった。 

⑤ ｢木村コレクション｣から 243 種 301 点の貝類が見出された。 
⑥ しかし 2019 年の再調査時には 95 種類 139 点の標本が見出せず、巻

貝類の大型種の標本、および二枚貝類のうち小型種の標本は、ほぼ丸ご

と失われていた。また小型の巻貝類では、美麗な種が恰も選んで抜いた

かのように失われていた。このうち 25 種類は｢木村コレクション｣以外に

隠岐から標本が得られていないものであった。 

⑦ ｢木村コレクション｣の散逸が夥しいことが明らかとなった。これ以上

の散逸と腐朽を防ぐため、紛失した標本の捜索、適切な保存措置の実行、

管理方法の改善・中止を含む展示方法の抜本的な再考、これらを早急に

行う必要がある。 



実施報告書

実施年度 令和 1 年度

研究テーマ オキタンポポ保全のための繁殖生態学的研究

団体名（所属） 島根大学生物資源科学部

代表者名（氏名） 宮永龍一

外来タンポポを巡っては， 1970 年代より日本各地で盛んに分布調査が行われ，
在来種と置き換わるように生息域を拡大している様子が示されてきたその要
因として， 都市開発などによって生じた強い人為的撹乱が外来タンポポの繁殖
に好適な条件をもたらしたことなどがあげられている． 近年ではこのような環
境要因のほかに， 外来タンポポによる「繁殖干渉」が在来タンポポの駆逐に大
きく関与していることが指摘されている繁殖干渉とは種間の配偶によって生
じる干渉型の相互作用の総称で， たとえば異種間で交配した結果， 一方の種に
おいて子の数が減るなどの繁殖成功度の低下をまねく現象を指す．

外来タンポポによる繁殖干渉は ， 在来種と外来種のいずれにも訪花する送粉者
の存在によって成立する． したがって ， これらの混生地において， それぞれの
訪花昆虫相を明らかにすることは ， 繁殖干渉の実態を解明するうえで重要であ
る． 本研究ではオキタンポポ（以下， オキ）と外来タンポポの間に繁殖干渉が
生じているかどうかを検討するため， 花上採集によりオキタンポポおよびセイ
ョウタンポポ（以下 ， セイヨウ）訪花昆虫相調査を実施した． 今回の調査でオ
キおよびセイヨウからは ， 36 種 472 個体および 18 種 44 個体のハナバチ類が採
集された最も採集個体数が多かったのはオキではキバナヒメハナバチ ， セイ

要約
ョウではキオビコハナバチであった優占種と判定されたのは， このほかにオ
キではキオビコハナバチ， ヤマトツヤハナバチ ， ハルノツヤコハナバチ， サビ

(1,300 字程度）
イロカタコハナバチの 4 種 セイヨウではキバナヒメハナバチ， サビイロカタ
コハナバチ ， シオカワコハナバチ， ヒゲナガキマダラハナバチの 4 種であった．
これら優占種の採集個体数が全採集個体数に占める割合は ， オキで 46. 9%， セ
イヨウで 63. 6％であった． 両種で共通して採集されたは 17 種で， このうちキバ
ナヒメハナバチ， キオビコハナバチ ， サビイロカタコハナバチの 3 種はいずれ
の種においても優占種であった以上から， オキとセイヨウの間では ， 共通す
る訪花昆虫によって種間での花粉の移動が生じていることが推測された． 繁殖
干渉は頻度依存性を伴うことから ， セイヨウによる繁殖干渉が生じている場合，
オキの結実率は周囲に生育しているセイヨウの個体数に影響を受ける可能性が
高いすなわちオキーセイヨウの混生地において ， セイヨウの割合が高いほど ，

オキヘの繁殖干渉が強く作用することとなり， その結実率は低下することが予
想されるこのことを明らかにするため， 訪花毘虫相調査を行った8地点のう
ち， 特にオキとセイヨウが近隣で混成している3地点でオキの結実率を調査し
た． 調査の結果結実率と周辺に生育するセイヨウ個体数との間に明確な相関
は見られなかった． タンポポの結実率については， 株の栄養状態や送粉者の有
無など， 繁殖干渉以外の要因が作用している可能性がある． 今後は室内実験を
通して， 両種の間で繁殖干渉が生じているのか， さらに調査を行う予定である ．





 

 

 

実施報告書 
 

実施年度 ２０１９年度 

研究テーマ 
全隠岐史の解明：地史の復元から地球ダイナミクスへの発展を目指した岩石学

および層序学の総合研究  

団体名（所属） 島根大学 

代表者名（氏名） 藤原 まい 

要約 

（1,300字程度） 

2018 年度の研究によって隠岐の地史は格段に精緻化したが，一方で，新たな課

題も浮上した．すなわち，①隠岐片麻岩のドーム構造の検証とその変成・変形

年代の解明．②変花崗岩の形成場（火山弧タイプ，衝突帯タイプ，およびプレ

ート内タイプ）による産状の違い，鉱物組み合わせの違い，成因の違いの把握，

③隠岐の中新統全体の放散虫年代の解明，および P-C 群集形成時（＝日本海拡

大最初期）の海洋環境の解明，である．これらの課題に取り組むことにより，

単に年代の空欄を埋めるだけに留まらない，地球史的なダイナミクス（運動像）

の解明につながると考えられる．なお，ダイナミクスという観点からは，マン

トル最上部の運動を記録したマントルゼノリスの解析も不可欠である．隠岐の

マントルゼノリスについては多数の研究があるものの，岩石の微細構造解析と

それに基づく構造発達史を考察した例は無いことから，④マントルゼノリスの

解析により日本海拡大時のマントル流動を解析することを2019年度の新たな課

題として加える． 

 

 ①は「大陸の時代」の地史に関して，基盤岩である隠岐片麻岩の研究を行っ

た．隠岐片麻岩の地史は古原生代(約 19-16 億年前)の原岩形成時にまで遡る．

その後，ペルム-三畳紀境界(約 2.5億年前)の変動時に大陸地殻内で変成作用を

受けた．モナザイト・ゼノタイムから得た年代(南部：約 18.5 億年前，約 2.5

億年前，南部：約 2.5億年前)から隠岐片麻岩は履歴の異なる南部ユニットと北

部ユニットに区分できることが明らかとなった． 

 ②は「大陸の時代」の地史に関して，基盤岩である隠岐片麻岩に伴う変花崗

岩の研究を行った．現地調査により異なる 3つの産状を示すことが確認された．

これらの変花崗岩類は化学組成から火山弧，大陸衝突，プレート内の活動場を

示唆する特徴が得られた．火山弧の活動場を示す飛騨とは異なる地質帯である

可能性が示された．玄武岩質岩石についても背弧海盆，プレート内の活動場を

示唆する特徴が得られた． 

 ③は「日本海拡大最盛期」に堆積した久見層を対象に，放散虫生層序の研究

を行った．久見層上部から 5 種の年代指標種が確認でき，放散虫化石帯の E. 

inflatum 帯の a亜帯と L. magnacornuta帯の C. japonica亜帯に対比させるこ

とができた．先行研究による珪藻化石の分析結果と総合すると久見層上部は

1310万～1080万年前の年代区間に限定でき，これまでよりも詳細な年代が明ら

かになった．また，久見層最下部の試料から年代指標種となりえる

Mellitosphaera magnaporusa が 新 た に 産 出 し た ． 昨 年 度 確 認 し た

Pentactinosphaera hokurikuensisと C. tetraperaの 2種と合わせ，これらの

群集は日本海拡大最初期の放散虫群集となる可能性がある． 

 ④は「日本海拡大時」のマントル流動に関して，マントルゼノリスの研究を

行った．黒島，黒島の島後側の海岸，大久崖，大久海岸で採取された試料のう

ち黒島，黒島の島後側の海岸の試料はマントル起源の捕獲岩であると考えられ，

温度が高く，強い応力を受けていたことが示唆された．大久崖，大久海岸の試

料は集積岩であると考えられ，温度が低く，それほど強い応力を受けていなか

ったと示唆された．今後はより考察を深め日本海拡大時のマントル流動を推定

する必要がある． 






